科学と社会（第４回）

2006.10.26　萩谷　宏

ルネサンスの開始と近代科学

１２～１３世紀

　アリストテレスの「自然学」「天体論」「動物誌」などの著作の翻訳がアラビアから西欧に移入される。

アヴェロエス（１２世紀）…翻訳者

宗教上の真理と理性によって得られる科学上の真理

　二重真理説　・・・自然科学への底流

１３世紀初め、パリのキリスト教会はアリストテレスの著作を禁ずる。

　→１３世紀中頃には禁書の撤回

東西世界の交流

　アラビア世界・・・ギリシャの遺産、中国との交易商人による間接的な文化交流、（あるいは十字軍遠征）

　（シルク・ロード）

　モンゴル帝国の出現

　火薬、紙など、さまざまなものが伝わる。通行の自由度

　東方世界への関心　マルコ・ポーロ、コロンブスらの冒険、大航海時代

紙の製法－それまでは羊皮紙、貴重なもの、再利用される（古いものは消される）

　大量生産できる紙－印刷術へ

　中国の木版印刷、１０世紀には確立していた。ただし、文字種が多いのが難点

　グーテンベルクの活版印刷　最初は聖書の印刷

　（活字を組んで版を作ることで低コスト化）

　アルファベットの文字種の少なさは印刷に有利

１３世紀

　封建貴族から独立した都市共和国の成立

　芸術に対する大富豪の庇護（パトロン）…収入

　ヒューマニズム

　宗教権力からの自由

　移入科学としてのアリストテレス自然哲学　

レオナルド・ダ・ヴィンチ　1452-1519

　科学者、技術者、芸術家、“万能の巨人”

　ノートを鏡文字で記録　自分の研究を迫害から守るため？

　非常なこり方

例：ミラノのスフォルツァ家への騎馬像制作のために、あらゆる姿勢の馬のスケッチ、馬の解剖、銅を溶かす炉の設計、空気を送る「ふいご」、蒸気や熱、光の研究、熱を利用した水の汲み上げ機、対流を利用した肉あぶり機などの考案。

　化石の概念

　ロンバルジア地方の高地、二枚貝の化石、ノアの洪水の遺物ではない

　二枚貝の移動速度、生息姿勢＝その場で生きていた

　人体解剖

　力学への洞察

天文学

　教会公認のプトレマイオスの天文学への疑問　１４世紀～１５世紀

コペルニクス　「天球の回転について」太陽中心地動説　1543出版－死の寸前

　地動説を裏付ける観測と計算　（観測はティコ・ブラーエ）

ブルーノ

　コペルニクスの主張を継ぐ。公然と教会公認の天動説批判

　ローマで火刑に処される

アグリコラの鉱山学

印刷技術、宗教革命






